
（スティフナー５本）

第1回ボックスビーム曲げ試験

着色部予想重量　27.7Kg

比重

スギ合板 0.43
ホワイトウッド 0.6

梁背比 L/H＝12
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梁背比 L/H＝8
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着色部予想重量　33.5Kg

（スティフナー3本）

着色部分＝試験対象構造部
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26.6Kg

直行

300×4000
着色部分　　試験対象構造部
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450×4000 cc a bb

cba

27.7KgB AA DD

斜行 300×4000
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B 26.6KgCC B A
300×4000

斜行

釘L40mm ピッチ100mm

33.5Kg
450×4000

直行 着色部分　　試験対象構造部

450×3600

釘L40mm ピッチ100mm
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a 合板 5Kg／枚

合板面積　1.656㎡

3.02Kg／㎡

供試体合計8本 フレーム・ホワイトウッド2×4材使用　

試験①～⑧

釘ピッチ100mm

表

裏

合板2枚＋α

合板3枚＋α

第1回ボックスビーム曲げ試験図図図図②②②②
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試験③④⑤⑥　合板貼付けパターン　図④参照
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⑤⑤⑤⑤釘釘釘釘ののののみみみみ

⑥⑥⑥⑥釘釘釘釘＋＋＋＋接接接接着着着着剤剤剤剤

⑦⑦⑦⑦釘釘釘釘ののののみみみみ

⑧⑧⑧⑧釘釘釘釘ののののみみみみ

810 810

18018201820180

3
0
0

200 200 200 200790790

810 810200 200 200 200790790

520 1287 387 1287 520

720540540540540720200 200

1287 1287 687 52050 170

200 38 38 38 200

2
2
4

3
8

3
8

70 1287 1287 1287 70

180 1820 1820 180

4
5
0

424 424 424 424

3
0
0

1
2
8
7

6
8
7

8
7

7
7
4

1
7
4

9
1
0

1820

3
8
7

1
2
8
7

7
7
4

1
7
4

4
5
0

424

636 636

4
5
0

387 1287 1287 774130 135



フランジ・スティフナー
２×４材

木ビス止め

ホワイトウッド使用

ウェッジ スギ3P合板 t=7mm

第1回ボックスビーム曲げ試験図図図図③③③③
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図図図図④④④④
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試験③
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試験⑤
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Ｈ300×Ｌ4000 ボックスビーム 

合板斜行貼付けパターンⅠ
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比重

第２回ボックスビーム曲げ試験

（スティフナー5本）

（スティフナー11本）

スギＬＶＬ 0.43

スギ合板 0.43

梁背比 L/H＝21. 33

着色部予想重量　19.4Kg

着色部分＝試験対象構造部
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着色部予想重量　32.3Kg

曲曲曲曲げげげげ試試試試験験験験⑰⑰⑰⑰⑱⑱⑱⑱

梁背比 L/H＝12
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A CB DADC

A CB DADC

フランジ部分 フランジ部分

釘ピッチ：100mm

試験⑬～⑯ 試験⑨～⑫

試験⑰⑱

第2回ボックスビーム曲げ強度試験

ＬＶＬ入荷時期：2月中旬予定

試験時期：2月末or3月上旬

試験機関：中山間地域研究センター

図⑥参照合板貼付けパターン一覧

供供供供試試試試体体体体4444ｍｍｍｍ        8888本本本本

供供供供試試試試体体体体7777ｍｍｍｍ    11110000本本本本

（試験部分3.6ｍ予想重量26.6Kg）

（試験部分6.4ｍ予想重量32.3Kg）

平成21年度島根県森林整備加速化・林業再生事業図図図図⑥⑥⑥⑥

B A B C

青色部分 合板欠損箇所

300×4000

合板貼付けパターン；試験⑨～⑯は図④、試験⑰⑱は図⑧を参照

⑰⑰⑰⑰111100000000mmmmmmmm釘釘釘釘ののののみみみみ

第１回試験⑤⑥との比較
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ABC C

A B

B

BBB

D

裏

表

釘 L=40mm

固定木ビス

ウェッブ

A

B B

C

D

A

木ビス L=70mm

接着 熱硬化性フェノール樹脂

フランジ ベニヤ10Ｐ 

貫通ボルト穴　φ=12mm

固定釘

スティフナー

A A

A A

D

ボルト穴　貫通位置

着色部分 試験対象構造

第2回  曲げ試験
フレーム ＬＶＬ使用

3/8インチ長ボルト（φ=9.5mm）

釘100mmピッチ合計340本 釘150mmピッチ合計248本木ビス・合計60本

図図図図⑦⑦⑦⑦

ホワイトウッド集成可エンドボックス

10
0

10
0

10
03

0
0

7
0

100

40

7867
2
4
0

3
0

3
0

424 424

3
0
0

1
2
8
7

6
8
7

8
7

7
7
4

1820

9
1
0

424424

1
7
4

1700 1700 1750

300200500500500500500500500500500500500500200300

350 2100 2100 2100 350

7000

6400

1001750



A AC CB DBAD

A A DBBB

A AC CB DBAD

A A DBBB
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試験
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第2回 ボックスビーム 曲げ試験
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斜行合板 貼付けパターン一覧 Ⅱ
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A

A拡大

B

ボックスビーム

断面100×300、L=6,400

国交省H22年度
地域木造住宅市場活性化推進事業

建築実験棟　小屋組み

B拡大

図図図図⑨⑨⑨⑨
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①①①①

②②②②

③③③③

④④④④

ストッパー凹

木ビス、接着剤

ストッパー凸

14mm合板

14mm合板
木ビス、接着剤

詳細図

ボックスビーム接合部



スティフナー

スプライス

フランジ

ウェブ

ウェブ厚み＝ｔ

釘間隔　150mm

釘長さ　5ｔ

ビームの曲げ変形時には

上部フランジに圧縮力、

下部フランジには引張力が作用し

一方、梁の重量が予め限定される時

Ｓはその面積が制約されてしまう。

同時に破損するαが制約値Ｓの中で

バランスのよい理想αとなる。

ボボボボッッッッククククススススビビビビーーーームムムムミミミミニニニニ知知知知識識識識

したがって曲げ試験において

梁破壊の臨界でフランジとウェブが

ウェジには剪断力が働く。

ビビビビーーーームムムムににににかかかかかかかかるるるる力力力力

エンドボックス

図図図図⑩⑩⑩⑩

1

ｈ

Ｓ；ウェブ断面積(　　　）2× ×t h1

ｄ

ｔ1

2ｔ

バリエーション

Ｓ；ビーム全断面積(Ｓ+Ｓ)

2× ×2

21

Ｓ；フランジ断面積(　　　）

フランジ

ウェブ

dt2

1 2Ｓ /Ｓ ＝α；ウェブ/フランジ比

第2回供試体

第2回曲げ試験のα＝0.814

スティフナー比は1.5以下、

梁背比は20以下が望ましい。

(梁背比；梁の長さ／Ｈ) 

(スティフナー比；Ｌ／Ｈ)

※今回の供試体ではスプライスは用いない。

梁の破壊が発生する。

逆の場合は下部フランジが折れる形で

※フランジが強すぎるとウェジが破れ、

フランジ；84×30mmＬＶＬ
ウェブ；7×300mm斜行スギ合板
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